
１　青少年の自立をサポートする場づくり

（１）青少年の自主性・主体性を培う活動

事業名 事業概要等

概ね中学生から20代を中心としたグループが自主的に企画・運営する青少年育成活動や地域活動、研修会
等、また、その活動を支援する大人の支援体制づくりに対して助成する

■助成団体（４団体）
○「生馬元気プロジェクト」(生馬青少年を育てる会：松江）
　　地域の子どもたちを中心に家族も大人も楽しめるお店や手つくり体験ブース、イベント等を行う。運営に関
わる子どもの気持ちやアイデアを大切に、活動を子どもたち自身が考える（「生馬っ子まつり」を実施）

○「湖北中学校区グループ青少年健全育成協議会事業」（古江地区青少年を育てる会：松江）
　　子どもの健全育成研修会の開催(学校、育成者、地域住民対象)。学校活動報告/講演、ジュニアリーダー
研修会の開催(湖北中学校1,2年生対象)ー実践プログラム立案/発表等

○「中学生が主役!こなんフェスタ」（こなんフェスタ実行委員会：松江）
　　中学生有志による実行委員会が中心となって、公民館を会場とする夏祭り「こなんフェスタ」を企画・開催す
る。大人は伴走者として中学生を支え、実現に向けた環境を整える役割を果たす。

○「豊田区多世代間交流事業～小野篁を巡る～」（海士町豊田区自治会：海士）
　　豊田集落の歴史・文化と魅力を、地元住民とIターン住民とで共有するためのイベントを開催。20代のIター
ン住民と豊田若者会(豊田集落青少年グループ)による企画会議・事前勉強会を開催し、世代間交流事業に活
かす。

青少年団体等のネットワークづくりに取り組む活動について先駆的に実施される取組を助成し、その成果の全
県への展開を図る

■助成団体（４団体）
○「子どもの権利と不登校に関する普及啓発事業」（特定非営利法人　緑と水の連絡会議：大田）
　　講演会「学校に行かない子どもが見ている世界～子どもの権利の視点を持って～」の開催や映画「ゆめパ
の時間」上映会の開催し、安心安全が保障された場であれば子どもたちは力を発揮すること、特に不登校の
小中学生にとっては、このような場所が必要であることをみなで考える機会とした。

○「地域のみんなで　たのしもうかい」（ほっ♥ToいっぽLab：松江）
　　地域の小中学生と「自立・自律・自活」を目的とした体験事業や地域の方とふれ合いながら、農作業や販売
事業等を実施。学習支援は県立大生の協力をもらい、心情面、・学習面を継続支援。各地域のイベント参加を
通じて、さまざまな団体との幅広い交流を経験

○「今井二輪祭り」（今井二輪祭り実行委員会：江津）
　　地域青少年(就労訓練特化型支援施設、障害者雇用施設利用者)と地元企業の協力により、オリジナル
キャラクターを制作。障害者雇用施設で製造し、グッズ販売による収益化とキャラクターの多方面利用化を図
る。さまざまな活動を通じて人と触れ合い、新たな出会いなどにより自己肯定感を高め、青少年が就労につな
がっていく機会を創った(二輪愛好者の運営協力により「今井二輪祭り」を開催）。

○にしますだツナガル（にしますだツナガル：益田）
　中学生と地域の大人(大学生含む)が一緒になって、野外体験活動や公共スペースのリノベーション等に取り
組み、多世代がともに活動する場を創出、大人への「あこがれ」の連鎖を生みながら、多様な価値観や生き方
に触れ、自分ならどうするかということを考える機会に繫げるようにした。

県内各地域の青少年たちが健やかに育つことを願い、企業と連携して草の根で継続的に支援等を行う各種
「青少年の居場所」運営団体等の恒常的な活動に対して補助助成する

■助成団体（２団体）
○「NPO法人志塾フリースクール　いわみ教室」（益田）
　　合宿参加のための経済支援（経済的な事情から合宿に参加できない子どもたちへ参加機会を提供）

○「八雲てらこやの会」（松江）
　　受け入れ対象学年拡大に対応するためのスタッフ確保と、プリント冊子を充実させる経費として充当した。

令和７年度　青少年育成島根県民会議　事業報告

　Ｂ　青少年育成
　　　　ネットワークモデル支援事業

①青少年の主体的な活動支援事業
　A　青少年地域活動
　　　　チャレンジ支援事業

  Ｃ　青少年の居場所応援事業



中学生が日頃、学校や日常の生活体験を通して考えたり、感じたりしていることなどを広く社会に訴えることに
より、自立心を育てる機会にするとともに、中学生の意識と行動について、大人の理解と関心を高めることを
目的として開催。

■少年の主張島根県大会（県中学校長会との共催：益田市中学校長会主管）
○令和７年９月30日（火）　島根県芸術文化センター「グラントワ」
○発表者数：16名（観客数400名）
○島根県知事賞　「私にできるお手伝い」
　 雲南市立三刀屋中学校１年　森𦚰　歩花　さん

「全国高等学校定時制通信制生徒生活体験発表島根県大会」の後援。最優秀者に県民会議会長賞授与。

■島根県高等学校定時制通信制生徒生活体験発表島根県大会
○令和７年10月７日（火）　宍道高等学校（松江市）　発表者数：10名
○県民会議会長賞：「変化をくれた800m」島根県立松江工業高等学校（定時制）　槇原　成琉　さん
 　全国大会出場（厚生労働省人材開発統括官賞受賞）

（２）青少年を取り巻く地域環境整備推進運動

事業名 事業概要等

■「青少年の被害・非行防止全国強調月間」（7月）
令和７年７月25日（金）県青少年家庭課、浜田市、浜田市民会議、浜田警察署、少年補導委員（警察ボラン
ティア）と一緒にチラシの配布を浜田市内ゆめタウンプラザで行った。各学校への啓発チラシ配布。

■「子供・若者育成支援推進強調月間」（11月）
令和７年11月５日（水）「オレンジリボン・児童虐待防止キャンペーン」の一環で県青少年家庭課、県警、中央
児相等と一緒に啓発グッズ・チラシの配付を松江駅で行った。

■スマホ・ケータイ安全教室の実施
実施依頼なし

事業名 事業概要等

①「しまね家庭の日」
　　　　　　　　　　普及啓発事業

○毎月第３日曜日の「しまね家庭の日」に、家族で来館した場合の高校生以下の入場料を無料とするなどの
特典のある県内文化施設等の拡充と周知。（県内48施設） 
○毎月第３日曜日「しまね家庭の日」の前金曜日にインスタグラム、フェイスブックで広報
○啓発用パネルの貸し出し（八雲青少年育成の会）
〇しまニッコ！県民運動強調月間（11月）の協力依頼にあわせて各市町村等にチラシを配布
○しまね人権フェスティバル2025で県立古代出雲歴史博物館とコラボワークショップを実施【12月14日(日)】
○県立図書館で啓発用パネルを展示【令和８年２月６日（金）～３月４日（水）】
○県立図書館で県立古代出雲歴史博物館とコラボイベントを実施【令和８年２月15日(日)】

②家庭教育の資料・情報の提供
■「家庭教育支援・子育て支援に関する担当者連絡会」
社会教育課を中心に関係各課担当者による情報共有と連携の会【令和７年10月20日(月)】

③「ことのは大賞」への共催

■第24回「ことのは大賞」表彰式
○令和８年２月14日（土）　サンラポーむらくも
○応募総数：3,872点（一般の部3,411点  こっころの部461点）
■県民会議会長賞
○一般の部　　『私が不登校になった時、真面目すぎるとみんなが言った。母だけが怒ってくれた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真面目の何がいけないの、と。』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愛知県　立松　あや子さん）
○こっころの部　　『「あんたは毎日幸せそうだね～」と猫につぶやく私の日課』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                              （島根県　竹下　海琴さん）

事業名 事業概要等

①しまニッコ！
（スマイルで声かけあい）県民運動

○チラシの配布、ホームページ動画配信、強調月間の実施（11月）、サポーターズ募集
○しまね人権フェスティバル2025等のイベントでのチラシ配布
○青少年育成県民運動推進フォーラムでの動画の上映
○強調月間中に各市町村役場等でののぼり旗の設置
○松江市立中央小学校でのあいさつ運動【令和７年10月28日(火)】
○サポーターズ募集・登録（令和８年３月31日現在5,732名）
 　出雲養護学校大田分教室　江津清和養護学校　安来市立島田小学校

②中学生による
　「少年の主張島根県大会」事業

③「島根県高等学校定時制通信制教
育振興会」との連携事業

２　家庭・地域の応援体制の向上

（２）「大人が変われば子どもも変わる」運動

（１）「しまね家庭の日」運動

①各種月間に併せた啓発活動



地域で活発な実践活動を展開している青少年、青少年団体・グループ、青少年指導者等及び青少年育成市
町村民会議等で青少年健全育成活動に寄与し、顕著な功績をあげ、他の模範となるものを表彰

各市町村民会議からの推薦件数：15件　　表彰件数：15件

島根県青少年育成アドバイザー連絡協議会と連携し、青少年育成に関わる指導者を養成

■島根県青少年育成アドバイザー養成講座
○令和７年11月29日（土）～11月30日（日）　大田市あすてらす
○教職員フォローアップ研修（２年目）に登録
○参加者数のべ20名
■島根県青少年育成アドバイザーの認定

子ども・若者の育成や支援を行っている団体等に情報を発信し、ネットワーク化を図る

○国・県主催の各種研修会、イベント、フォーラム、地域の青少年活動等の情報提供
○青少年育成運動推進に関する支援
○県民会議HP、SNS等によるサポーターの活動紹介
○登録者数19名（令和８年３月31日現在）

３　県民運動の普及と運動基盤の整備

（１）県民運動の普及

事業名 事業概要等

① 「青少年育成県民運動推進フォー
ラム」の開催

■地域で育む青少年の社会参画をテーマとし、「少年の主張島根県大会」県知事賞受賞者発表、取組紹介、
わかもの会議(パネルディスカッション)を実施
○令和８年２月１日（土） 雲南市木次経済文化会館　チェリヴァホール
○参加人数100名
○雲南市青少年健全育成協議会と共催
○わかもの会議テーマ「する・みる・ささえる～つながろう！地域づくりの輪～」
○来場者の意見交換

②青少年の居場所関係者への情報提
供及びネットワークづくり

■県内で青少年の居場所を運営している団体に対して、県民会議の各種情報や居場所に関する情報を提供
○令和３・４年度に調査した子どもの居場所運営団体に対して情報提供
　・青少年の主体的な活動支援事業について居場所団体へ周知
　・居場所団体からの情報を市町村民会議へ周知

③市町村民会議情報交換会の開催

■市町村民会議を対象にした情報交換会をオンラインにより実施
○開催期日：令和７年６月23日（月）、25日（水）、26日（木）
○開催方法：事前に調査書を提出していただき、意見交換を実施
○23日５市町（10名）、25日５市町（７名）、26日４市町（5名）・県民会議からは事務局が出席

（２）運動基盤の整備

事業名 事業概要等

①会員・賛助会員の拡充活動

○県民会議や県、会員等が主催するイベントや研修等でパネルの展示やチラシの配布等の広報を実施
○主体的な活動支援事業助成団体によるSNS等での発信

②ホームページ、ＳＮＳ等による情報
発信

○ホームページ、インスタグラム、ＬＩＮＥ、フェイスブックでの情報発信
○インスタグラムでの他団体のフォローとリポスト

機関紙「青少年しまね」を年１回発行し、会員・賛助会員等へ活動報告

■「青少年しまねＮｏ．107」
発行月：令和８年４月　　発行部数：1,100部

③青少年育成指導者養成事業

②青少年育成島根県民会議表彰

③機関紙「青少年しまね」の発行

④しまね子ども・若者育成推進
サポーター登録事業

■会員・賛助会員の増減状況（令和８年３月31日現在）
（名）

R6年度末計 R7年度末計 増減
120 118 -2
20 20 0

140 138 -2
177 174 -3
559 560 +1
736 734 -2

賛助会員
団体
個人
計

会員
団体
個人
計



４　その他　

事業名 会議名

■総会
 　　　　　　令和７年５月15日（木）　　　県民会館　大会議室

■常任委員会
　　　　　　 令和８年３月６日（金）　　   県民会館　大会議室

■企画運営委員会
【第１回】　令和７年６月20日（金）　　　県職員会館　教養室１
【第２回】　令和８年２月25日（水）　　　県職員会館　教養室２

■事業部会
【第１回】　令和７年 ８月 ４日（月）　　　県職員会館　教養室４
【第２回】　令和７年10月14日（火）　　　県職員会館　教養室１
【第３回】　令和８年 １月19日（月）　　　県職員会館　教養室２

②青少年育成関係機関・団体の会議
等への参加

■20歳未満の者飲酒　喫煙防止キャンペーン（令和７年６月13日（金）松江農林高校）
■松江市若者支援対策会議（令和７年５月14日（水）松江市役所）
■しまね特別支援教育連絡協議会（令和７年５月30日（金）県職員会館）
■島根県社会福祉審議会（令和７年９月４日（木）サンラポーむらくも）
■島根県社会福祉審議会児童福祉専門分科会健全育成部会
　　（令和７年９月９日（火）県職員会館、令和８年１月29日（木）県職員会館）
■出雲市青少年育成推進大会（令和7年11月16日（日）出雲市役所）
■しまね人権フェスティバル（令和７年12月14日（日）出雲市民会館）
■島根県いじめ問題対策連絡協議会（令和８年２月12日（木）サンラポーむらくも）
■松江市青少年育成大会子どもの健全育成研修大会実践発表会（令和８年３月14日（土）鹿島公民館）

①各種会議の開催


